
　「福祉に役立ててください」と、たくさんの善意が寄せられています。皆さんにご報告するとともに、厚くお礼申し
上げます。寄付金及び寄付物品は、ご意志に基づき有効に活用させていただきます。

▲昨年度の社会福祉大会（講演）

第
49
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尾
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し
ま
す

　日頃から福祉にご尽力いただいているかたがたの長年にわたる活躍を顕彰し、地域
福祉の一層の推進を図るために開催します。
　式典後には、東京都健康長寿医療センター研究所　社会参加と地域保健研究チーム  
研究部長　藤原佳典　氏をお招きし、「地域参加でイキイキ、自分を生かす～三方よし
の地域づくり～」をテーマにご講演いただきます。
　地域福祉活動にご活躍の皆さんをはじめ、福祉に関心のあるかたの参加をお待ちし
ています｡

善意のご寄付ありがとうございます

9月１0日～12月11日　（順不同）

※物品の状態によっては受け取りできない場合がありますのでご了承ください。

■一般寄付

武内　榮子　様　（南原山町）
株式会社夢グループ　代表取締役　石田重廣　様　（東京都文京区）
2019チャリティあさひコンサート実行委員会　様　（城前町）
尾張旭市シニアクラブ連合会女性部　様　(城前町)
M＆Eマジッククラブ　様　（北原山町）
あいち尾東農業協同組合尾張旭事業本部　様　(東大道町)
JAあいち尾東女性部尾張旭支部　様　(東大道町)
匿名（7件）

武内　榮子　様　（南原山町）
たいようの会　様　（瀬戸川町）
イトーヨーカドー尾張旭店　様　（南原山町）
堀田　和宏　様　(東名西町)
匿名（5件）

12,000
9,526

216,636
157,310
10,165
55,230
38,000
167,115

紙オムツ2袋、尿とりパッド2袋
ぞうきん50枚
雑貨33点

紙オムツ1袋、尿とりパッド3袋
紙オムツ26袋、尿とりパッド5袋

寄付者名/寄付金額（単位：円）

寄付者名/ 物品名
■物品寄付

　社協では、香典返しの一部を
ご寄付いただいたかたに対し、礼
状と封筒の作成、宛名書きをい
たします。詳しくは、お問い合わ
せください。

と き
と こ ろ
内 容
対 象 者
定 員
申し込み方法

：２月２２日 ( 土 ) ～２３日 ( 日・祝 ) の１泊２日
：春日井市少年自然の家※尾張旭駅よりバスで送迎
：ジュニアリーダーとのレクリエーションなど
：市内在住または在学の小学５・６年生
：先着３０人
：１月３１日（金）までに社会福祉協議会へ直接

　尾張旭市ジュニアリーダーズクラ
ブは、子ども会活動などを支援す
る中学１年生から高校３年生までの
ボランティア団体です。
〇どんな活動をしているの？ 
①派遣活動（通年）
　子ども会をはじめ、各種団体が
開催する行事のお手伝いや、ゲー
ムの進行などを行います。
②定例研修会（毎月第３日曜日）
　月１回、派遣活動に必要な知識
やゲームを覚え、研修会の企画や
準備を行います。
③研修キャンプ（例年７～９月）
　年１回、キャンプ場で野外炊飯な
どの研修を行います。
④子ども交流会（例年2～３月）
　年１回、市内の小学生を交えて、
１泊２日の宿泊研修会を行います。

〇入会したいときは？
　事務局（社会福祉協議会内）に
入会届を提出してください。
　ただし、入会には保護者の同意
が必要です。
　なお、会費は年額１，０００円です。
随時受け付けていますのでお気軽
にお問い合わせください。
○問い合わせ先
　社会福祉協議会

2月8日（土）　午後1時30分～4時｠※受付は午後1時から開始
尾張旭市文化会館　あさひのホール
式典 … 午後1時30分～2時30分
講演 … 午後2時40分～4時
※講演の開始時間は、式典の進行状況により前後する場合があります
　のでご了承ください。
藤原　佳典　氏
（東京都健康長寿医療センター研究所　社会参加と地域
保健研究チーム　研究部長）
※講師プロフィールは２ページをご覧ください。
「地域参加でイキイキ、自分を生かす～三方よしの地域づくり～」

と 　 き
と こ ろ
内　容

講　師

テ ーマ

●
●
●

●

●

contents（主な項目）

●知るサポだより№１９
●生活福祉資金貸付制度のご案内
●ジュニアリーダーズクラブの紹介
●寄付者一覧

　社会福祉協議会の広報紙「社協だより　尾
張あさひ」に広告を掲載してみませんか？
　令和２年度春号（４月１日発行）に掲載の広告
を募集します。
　募集期限は、１月３１日（金）までです。
　広告の掲載は有料です。広告掲載に関する
詳細につきましては、下記までお問い合わせく
ださい。

※広告の１枠の大きさは、縦６㎝、横８．５㎝です。
　ただし、２枠、４枠分の大きさで掲載することも
　できます。

「社協だより 尾張あさひ」
〔広告掲載のご案内〕

社会福祉協議会
TEL ５４-４５４０問い合わせ先

●第４９回尾張旭市社会福祉大会
●令和元年度会員加入のお礼
●会員の皆さんへ
●あさひ支えあいサロン開設助成事業
●ボランティアセンターからのお知らせ

尾張旭市ジュニアリーダーズクラブに入って、
一緒に活動しませんか？

  こんなとき、こんなお金をぜひ、

社会福祉協議会
へご寄付を！！

○福祉のために役立てようと思っ
　たとき
○会社や商店の開設、開店など
　の記念事業の一部
○お祝い事、香典の一部
○同窓会などの残金、各種チャリ
　ティーバザー

慶弔のお返しを
福祉のまちづくりに

宿泊研修会『ひまわりサン』参加者募集！！宿泊研修会『ひまわりサン』参加者募集！！
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社会福祉法人　尾張旭市社会福祉協議会　

社協だよりやその他の社協情報はホームページでもご覧になれます。

〒488-0074　尾張旭市新居町明才切57番地 保健福祉センター内
ホームページ　http://www.owariasahishakyo.jp/

TEL　54-4540　FAX　51-1880
発 行

冬号
令和元年度

（季刊）

1月15日発行

No.166

尾張旭市新居町明才切57番地 保健福祉センター内 TEL 55-0654地域包括支援センター
渋川ボランティアセンター 尾張旭市渋川町三丁目５番地７ 渋川福祉センター内　ＴＥＬ ５１-５５３５　ＦＡＸ ５１-５５４３

あさひ社協だより
尾張
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▲車いす専用車

　平成5年北海道大学医学部卒、
京都大学病院老年科などに勤務。
平成12年京都大学大学院医学研
究科修了(医学博士)、東京都老人
総合研究所地域保健部門研究員、
ジョンズ・ホプキンス大学/加齢
健康研究所訪問研究員などを経て
平成23年より現職。多世代共生
の地域づくりの視点から高齢者の
社会参加と健康に関する研究を進
めている。日本世代間交流学会副
会長、日本老年医学会評議員、日
本老年社会科学会理事、内閣府高

　今年度は、右に表記のとおり、一
般2,460件、法人159件、合わせて
2,619件の皆さんが、本会会員に
加入し、総額3,618,000円の会費
を納めていただきました。
　会員の皆さんにおかれましては、
本会の活動にご賛同いただき誠に
ありがとうございました。
　この会費は、本会が行うサロン活
動助成や児童・生徒の福祉実践教
室など、福祉活動を推進するために

使わせていただきます。
　また、会費の取りまとめにご協力
いただきました関係団体の皆さん
にも深くお礼申し上げます。
　なお、会員募集事業につきまして
は、年間を通じて行っておりますの
で、引き続きご支援をお願いいたし
ます。
　今後とも本会が推進する福祉事
業及び福祉活動にご理解とご支援
をお願い申し上げます。

齢社会対策の基本的在り方等に関
する検討会委員他、多数の自治体
の審議会委員長を歴任。(日本老
年医学会老年病指導医、日本公衆
衛生学会認定専門家、日本社会医
学系指導医)
　著書に『子どもとシニアが元気
になる絵本の読み聞かせガイド』
(監修)、『人は何歳まで働くべき
か』(社会保険出版社)『ソーシャ
ルキャピタルで解く社会的孤立』
(共編著)などがある。

令和元年度会員加入のお礼

会員の皆さんへ

（令和元年１１月２２日現在）

■ 一般会員
 ２，４６０件 ２,９８２,０００円
■ 法人会員
 １５９件 ６３６,０００円
■ 合　　計　
 ２，６１９件 ３,６１８,０００円

社会福祉大会講師プロフィール

藤原佳典（ふじわら　よしのり）氏

　本会では、会員の皆さんを対象
に、車いす及び車いす専用車を無
償でお貸ししています。
○車いす
　歩行が不自由なかたなどを対象
に貸出を行っています。ただし、入
院中または入所中のかたは除きま
す。なお、貸出期間は最長３か月で
す。
　３か月を超えて車いすの利用を希
望されるかたは、申請により更新が
可能です。在宅介護などで車いす
が必要な際は、ぜひご利用くださ
い。
　目的に合わせて、２種類（自走式
または介助式）の車いすから選ぶこ

とができます。ただし、車いすの数
に限りがありますので、お貸しでき
ない場合はご了承ください。
　また、すでに車いすを３か月以上
借りているかたで、更新や返却がお
済みでない場合は窓口にて手続き
をお願いします。

○車いす専用車
　車いすを利用されているかたの
ために、車いすに乗ったまま乗車す
ることができる車いす専用車をお貸
しします。貸出期間は原則として１
週間につき１回、３日以内です。
　ただし、車いす専用車は車いすに
乗ったまま運転することはできませ
ん。また、燃料費（ガソリン代）・通行
費・駐車料などの費用は利用者負担
となります。

地域のサロン活動の
立ち上げを応援します！
～あさひ支えあいサロン開設助成事業～

地域のサロン活動の
立ち上げを応援します！
～あさひ支えあいサロン開設助成事業～

【サロン“デイジー”】
平成30年7月に本事業を活用していただきました。

【サロン“つなぐ”】
令和元年５月に本事業を活用していただきました。

サロン活動紹介②

地域での支え合い活動やサロン活動の立ち上げを検討している団体・個人のかたは、お気軽にご相談ください。

【問い合わせ先】TEL 55-7071（星原・鶴見・吉川）お電話お待ちしています！

① 活動拠点　② 活動日時　③ 参加費
④ 会費　　　⑤ 活動内容　⑥ 目的・特色

　この助成事業は、地域の高齢者やその介護者などの閉じこもりや孤立を防ぐため、集会所・ふれあい会館・
個人宅などの場所を活用し、地域の皆さんによる出会いの場づくりを支援します。

①　渋川公民館
②　毎月第4木曜日（午後1時～3時）
　　※1月は休み
③　300円
④　なし
⑤　お菓子を食べたりハーブティーを飲みな
　がらおしゃべりできる自由な場です。
⑥　「こころの相談」と高齢者が集う場所とし
　て開催しています。精神保健福祉士が常駐
　していますので、悩み事を抱えるかたも気
　軽にお出かけください。参加者が、地域や
　社会と関わりを持って生き生きとした生活
　を送れるよう、また、認知症を予防すること
　ができるよう、このサロンがそうした一助
　になればと思っています。

① 活動拠点　② 活動日時　③ 参加費
④ 会費　　　⑤ 活動内容　⑥ 目的・特色

①　瑞鳳老人いこいの家
②　毎月第3水曜日（午後1時～3時）
③　無料　　④　なし
⑤　歌声広場、映画鑑賞、防災講習など毎
　月テーマが変わります。
⑥　尾張旭市の最西部に位置する瑞鳳老
　人いこいの家（庄南町）を拠点に、高齢世
　代を中心とした交流の場として開催して
　います。参加者同士の会話や歌声広場
　（みんなで歌いましょう）、映画鑑賞など、
　気楽に、気安く、誰もが集えることをコン
　セプトとし、「参加者みんながスタッフ」を
　掲げ、活動したいと考えています。どなた
　でも（どこに住んでいても）参加できるサ
　ロンです。
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京都大学病院老年科などに勤務。
平成12年京都大学大学院医学研
究科修了(医学博士)、東京都老人
総合研究所地域保健部門研究員、
ジョンズ・ホプキンス大学/加齢
健康研究所訪問研究員などを経て
平成23年より現職。多世代共生
の地域づくりの視点から高齢者の
社会参加と健康に関する研究を進
めている。日本世代間交流学会副
会長、日本老年医学会評議員、日
本老年社会科学会理事、内閣府高

　今年度は、右に表記のとおり、一
般2,460件、法人159件、合わせて
2,619件の皆さんが、本会会員に
加入し、総額3,618,000円の会費
を納めていただきました。
　会員の皆さんにおかれましては、
本会の活動にご賛同いただき誠に
ありがとうございました。
　この会費は、本会が行うサロン活
動助成や児童・生徒の福祉実践教
室など、福祉活動を推進するために
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　また、会費の取りまとめにご協力
いただきました関係団体の皆さん
にも深くお礼申し上げます。
　なお、会員募集事業につきまして
は、年間を通じて行っておりますの
で、引き続きご支援をお願いいたし
ます。
　今後とも本会が推進する福祉事
業及び福祉活動にご理解とご支援
をお願い申し上げます。

齢社会対策の基本的在り方等に関
する検討会委員他、多数の自治体
の審議会委員長を歴任。(日本老
年医学会老年病指導医、日本公衆
衛生学会認定専門家、日本社会医
学系指導医)
　著書に『子どもとシニアが元気
になる絵本の読み聞かせガイド』
(監修)、『人は何歳まで働くべき
か』(社会保険出版社)『ソーシャ
ルキャピタルで解く社会的孤立』
(共編著)などがある。

令和元年度会員加入のお礼

会員の皆さんへ
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償でお貸ししています。
○車いす
　歩行が不自由なかたなどを対象
に貸出を行っています。ただし、入
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い。
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に限りがありますので、お貸しでき
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借りているかたで、更新や返却がお
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立ち上げを応援します！
～あさひ支えあいサロン開設助成事業～

【サロン“デイジー”】
平成30年7月に本事業を活用していただきました。

【サロン“つなぐ”】
令和元年５月に本事業を活用していただきました。

サロン活動紹介②

地域での支え合い活動やサロン活動の立ち上げを検討している団体・個人のかたは、お気軽にご相談ください。

【問い合わせ先】TEL 55-7071（星原・鶴見・吉川）お電話お待ちしています！
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②　毎月第3水曜日（午後1時～3時）
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　月テーマが変わります。
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　ボランティア活動に関心のある男性の皆さんへ。
　今年度も愛知県立大学教育福祉学部の松宮准教授をはじめ、市内で活躍さ
れているボランティア団体などにご協力いただき、男性のためのボランティア学
校を開催します。講師やボランティア活動者から体験談などを聞き、ボランティ
アとは何か、どのような活動なのか学んでみませんか。この機会にボランティア
活動を始めて、あなたの人生をさらに男前に。

○場　所　上記時間割りのうち、入学式は渋川福祉センターの会議室、修学旅行は南粕谷ハウス（知多市）、３限目は
　　　　保健福祉センターのクッキングルーム、それ以外は渋川福祉センターのボランティア室で開催します。
○定　員　先着２０人　※定員になり次第締切り　○参加費　無料　　
○申し込み方法　社会福祉協議会に電話または直接

利用時間 午前９時～午後5時　※土・日曜日、祝・休日を除く　ＴＥＬ ５１-５５３５　 ＦＡＸ ５１-５５４３
尾張旭市渋川町三丁目５番地７ 渋川福祉センター内

ボランティアセンターからのお知らせ 令和元年度 
男性のためのボランティア学校
～ボランティアはじめの一歩～

４ 限 目

３ 限 目

卒 業 式

修学旅行

と　き 講　師 内　容
時 間 割 り

２ 限 目

１ 限 目 2月28日(金)
午後1時30分～4時
3月2日(月)
午後1時30分～4時
3月9日(月)
午後1時30分～4時
3月16日(月)
午前8時30分～午後4時
3月18日(水)
午後1時30分～4時

3月25日(水)
午後1時30分～4時

・点訳グループあかね会
・要約筆記ＯＨＰひまわり

・愛知県立大学教育福祉学部
 准教授　松宮　朝　氏

・瑞鳳校区社会福祉推進協議会
 会長　芥田　嵩　氏

・尾張旭市健康づくり食生活改善協議会

・南粕谷おたすけ会（知多市）
※南粕谷ハウス

・中日ホームニュース
 松原　秀樹　氏

・愛知県立大学教育福祉学部
 准教授　松宮　朝　氏
・男性ボランティア活動研究会

障がいについて学びやさしい地域を考える

今だから必要な男性の地域貢献入学式 2月26日(水)
午後1時30分～4時

地域におけるみんなの居場所を考える

男の料理教室

学級新聞づくり

今後のボランティア活動について

▲昨年度の学校(男の料理教室)

３０人

※定員を超えた場合は抽選になることがあります。

みんなで音楽を
楽しもう！

杉浦由香里さん
&神尾真貴子さん

渋川福祉センター
くすのきホール

渋川福祉センター
ボランティア室

定　員

講　師

内　容

ところ

と　き ２月２６日（水）
午前10時～正午

親子２０組

ボーイスカウト体験
～そなえよつねに、
親子で防災～

ボーイスカウト
尾張旭第１団

渋川福祉センター
運動室

３月２７日（金）
午前10時～正午

１５人

人づきあいに
役立つ傾聴

うさぎの会

４月１６日（木）
午後1時～3時

おもちゃ図書館ボランティア
ぽっけ会員募集中！

尾張旭おもちゃ図書館の
ご案内

ToyToy会員募集中！

　ボランティアセンターでは、ボラ
ンティア活動に興味をお持ちのか
たや、すでに活動をしておられる
かたを対象に右表のとおり「ボラン
ティアサロン」を毎月１回開催して
います。
　ボランティアサロンに参加して、
楽しみながらボランティア活動に
触れてみませんか。
○申し込み及び問い合わせ先
　渋川ボランティアセンター

　おもちゃ図書館は、発育や発達に
心配があるお子さんとその保護者
がボランティアと楽しくおもちゃで
遊ぶことで、お子さんの健やかな成
長につながることを願って開館して
います。
　また、お子さんだけでなく保護者
同士が子育ての情報を交換したり、
交流を深めたりと、保護者の皆さん
にも「ほっと」していただける空間に
なっています。
　おもちゃに触れて、楽しく遊びま
せんか。ぜひ遊びにきてください。
○開催日時　
　・毎週木曜日午後１時～４時
　・毎月第４土曜日午前１０時～正午
○開催場所
　おもちゃ図書館（渋川福祉セン
ター内）

　おもちゃ図書館の運営をお手伝
いいただくボランティアを募集して
います。ぜひご協力ください。
○活動日時
　開催日のうち、月１・２回程度
　①毎週木曜日午後１時～３時と午
　後２時３０分～４時３０分のシフト制
　②第２水曜・第４木曜日午前１０時
　３０分～正午
　③第４土曜日午前１０時～正午

ボランティア
サロンのご案内

あさひ健康
マイスター
チャレンジ
対象事業

＜養成講座の開催日時など＞

▲昨年度の講座(非常食体験)

渋川福祉センター  くすのきホール

講義・演習

認定特定非営利活動法人
レスキューストックヤード
常務理事　浦野　愛　氏

災害ボランティアコーディネーター尾張旭

先着５０人 ※定員になり次第締切り

無　料

社会福祉協議会に電話または直接

定　員

参加費

申し込み方法

内　容

講　師

協　力

ところ

と　き １月２５日（土）
午前１０時～午後４時

令和元年度 災害ボランティアコーディネーター
養成講座を開催します

　災害時にボランティア活動が迅速かつ円滑に行われ、
被災地の速やかな自立支援ができるように、被災地に参
集する多数のボランティアと被災者からの支援要請の調
整を図るのが災害ボランティアコーディネーターです。
　災害ボランティアコーディネーターの役割を学び、被災
地へ笑顔を橋渡しできるような活動をしてみませんか。

あさひ健康
マイスター
チャレンジ
対象事業

あさひ健康
マイスター
チャレンジ
対象事業

〈2月・3月・4月のボランティアサロン〉

○活動場所
　おもちゃ図書館またはピンポンパ
ン教室
○問い合わせ先
　社会福祉協議会

　おもちゃ図書館へ遊びに来るお
子さんたちに、布おもちゃをつくる
ボランティアを募集しています。ぜ
ひご協力ください。
○活動日時
　毎週木曜日午前１０時～正午
○活動場所
　渋川福祉センター
○問い合わせ先
　渋川ボランティアセンター

入学者大募集！！

○問い合わせ先
　社会福祉協議会

4 社協だより 令和元年度冬号（1月15日発行） 5社協だより 令和元年度 冬号（1月15日発行）
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と　き：年３回　
　　　　次回は２月12日(水)
　　　　午前10時～午後３時
ところ：中央公民館101会議室

と　き：毎月第２水曜日
　　　　午前10時～正午
ところ：サンヴェール尾張旭

と　き：毎月第３金曜日
　　　　午前10時～正午
ところ：喫茶ふぁんふぁん

ポイント4

ポイント3

ポイント2

ポイント1

❶総合支援資金（※低所得世帯のみ対象）
　失業などによる日常生活上の困難や生活の立て直
しのために、一時的な資金を貸付けすることで解決・
自立できる世帯に貸付けします。
【対象とならない世帯】
・他の債務の返済に充てたり借り替え目的の場合
・他の公的給付または貸付（生活保護、失業等給付（待
機期間中を含む。）、年金など）を受けている世帯及び
受けることができる世帯など

❷福祉資金
　日常生活を送るうえで、または自立生活に資するた
めに、一時的に必要であると見込まれる費用を貸付
けします。

❸教育支援資金
（※低所得世帯のみ対象）
　学校教育法に規定する高
校・短大・大学・専修学校に修
学するための費用と入学に
際し必要な経費を貸付けし
ます。

❹不動産担保型生活資金
（※高齢者世帯のみ対象）
　一定の居住用不動産を有し、将来にわたりそ
の住居に住み続けることを希望する高齢者世帯
に対し、不動産を担保として生活資金を貸付け
します。

生活福祉資金貸付制度のご案内
（貸付対象＝低所得世帯、高齢者世帯、障がい者世帯）
生活福祉資金貸付制度のご案内
（貸付対象＝低所得世帯、高齢者世帯、障がい者世帯）

※詳細な貸付条件、貸付内容、償還方法などについてはお問い合わせください。
※いずれの制度も貸付制度です。償還の目途が立たない世帯は対象外となります。
※本会に申請書類を提出後、愛知県社会福祉協議会で貸付の適否について審査があります。
※貸付元利金を償還期限までに償還しなかったときは、延滞元金につき年5%の率で、延滞利子を徴収します。
※不正な申請・要求が行われた場合は警察に通報することがあります。
※暴力団対策法に規定する暴力団員が属する世帯は対象外となります。

　離職者を支援するための公的給付制度または公的貸付制度を申請している住居のない離職者に対して、当該
給付金または貸付金の交付を受けるまでの当面の生活費を貸付けします。

臨時特例つなぎ資金貸付制度のご案内
（※住居のない離職者のみ対象）

臨時特例つなぎ資金貸付制度のご案内
（※住居のない離職者のみ対象）

▲スギヤマ薬局での出張相談

お気軽にご相談ください

●問い合わせ先　社会福祉協議会

　高齢者の介護や日常生活、健康
に関することなどで悩んでいません
か？
　地域包括支援センターでは、スギ
ヤマ薬局北本地ヶ原店様にご協力
をいただき、薬局に立ち寄った際、
店頭で気軽に相談をしていただけ
るよう出張相談を行っています。
　お店の入り口近くに相談コー
ナーを設置し、包括支援センター職
員の専門職（保健師、看護師、社会
福祉士、主任介護支援専門員）のう
ち、２人で対応しています。相談内
容は健康に関する相談・認知症に関
する相談・介護保険に関する相談・
金銭管理に関する相談（権利擁護）・
ご近所にお住まいの高齢者の相談
など、高齢者に関することならなん
でもご相談いただけます。
　これまでの相談では、血圧を測定
しながら日常生活を健康に過ごす
ためのアドバイスを受けることがで
きたり、家から歩いて行ける場所で
親の介護について気軽に相談でき
たと、多くのかたに大変喜んでいた
だいています。
　次回の出張相談は、１月３０日（木）
の午前１０時から正午まで、場所は
スギヤマ薬局北本地ヶ原店で行い
ます。

包括支援センターの
出張相談を開催

知るサポだより
シルバーサポート

～尾張旭市地域包括支援センター～ TEL 55-0654（直通）

No.19

　お立ち寄りの際には是非お気軽
にご相談ください。

　ノロウイルスによる感染性胃腸
炎や食中毒は、一年を通して発生し
ますが特に冬場に流行します。手指
や食品を介して経口で感染し人の
腸管で増殖して、おう吐、下痢、腹
痛を起こします。
　健康なかたは軽症で回復します
が、子どもやお年寄りでは重症化し
たり、おう吐物で窒息して死に至る
ことがありますので注意が必要で
す。
　ノロウイルスはワクチンがなく、
治療も点滴などの対症療法に限ら
れるため、まわりのかたと一緒に予
防対策を徹底することがとても大切
です。

　便やおう吐物にウイルスが大量
に排出されます。
　①食事前やトイレ後などには必ず
　手洗いをしましょう。
　②下痢やおう吐などの症状のあ
　るかたは食品を直接扱う作業は
　しないようにしましょう。
　③症状のあるかたの便やおう吐   
　物はすばやく適切に処理しましょ
　う。

　加熱が必要な食品は、中心部ま
でしっかり加熱してから食べましょ
う。特に牡蠣などの二枚貝は要注
意です。
　また、調理器具などは使用後に洗
浄殺菌しましょう。

　消毒・処理の方法です。食器など
は、塩素水に浸し消毒します。
　衣類、カーテン、ドアノブなども塩
素水で消毒します。金属類はその後
ふき取りましょう。８５度以上の熱水
洗濯や高温の乾燥機も効果的で
す。
　おう吐物などの処理は使い捨て
の手袋、マスクなどを着用し、ペー
パータオルでふき取った後、塩素消
毒します。おう吐物はビニール袋内
で1,000ppm濃度の塩素水に浸し
密閉して廃棄します。処理後は丁寧
に手洗いをしましょう。

　塩素水の作り方は次のとおりです。
●消毒・ふき取り用の塩素水　
（200ppm濃度）
水３リットル＋家庭用塩素系漂白剤
10ミリリットル
●おう吐物の処理用の塩素水　
（1,000ppm濃度）
水３リットル＋家庭用塩素系漂白剤
50ミリリットル

　現在、尾張旭市では「認知症カ
フェ」が３か所で開催されています。
　「認知症カフェ」という言葉を何も

冬場に起こりやすい食中毒
ノロウイルスに注意！！

ご存じですか、
あなたのまちの「認知症カフェ」

知らないかたが聞くと、認知症のか
たやそのご家族だけが集まる場所
を想像されると思いますが、そうで
はありません。
　「認知症カフェ」は認知症のかた
やその家族だけではなく、地域のか
た、介護・福祉・医療の専門家など、
だれもがフラットな関係性で参加す
ることができる「認知症になっても
安心して暮らせるまちづくり」のた
めの集いの場です。つまり、交流な
どを通じて認知症についての理解
を深めることができる「認知症につ
いて知ることができるカフェ」それ
が「認知症カフェ」です。
　また、介護保険サービスの利用に

至らない、初期の認知症のかたの
集いの場としての機能も期待され
ています。
　「認知症カフェ」は、事前申し込み
は不要です。難しく考えず、まずは
ご近所の喫茶店の１つとして気軽に
お立ち寄りください。お待ちしてい
ます。

市内の認知症カフェ
ケアラーズカフェ１

カフェうさぎ2

カフェふぁんふぁん3

注　意

6 社協だより 令和元年度 冬号（1月15日発行） 7社協だより 令和元年度 冬号（1月15日発行）



と　き：年３回　
　　　　次回は２月12日(水)
　　　　午前10時～午後３時
ところ：中央公民館101会議室

と　き：毎月第２水曜日
　　　　午前10時～正午
ところ：サンヴェール尾張旭

と　き：毎月第３金曜日
　　　　午前10時～正午
ところ：喫茶ふぁんふぁん

ポイント4

ポイント3

ポイント2

ポイント1

❶総合支援資金（※低所得世帯のみ対象）
　失業などによる日常生活上の困難や生活の立て直
しのために、一時的な資金を貸付けすることで解決・
自立できる世帯に貸付けします。
【対象とならない世帯】
・他の債務の返済に充てたり借り替え目的の場合
・他の公的給付または貸付（生活保護、失業等給付（待
機期間中を含む。）、年金など）を受けている世帯及び
受けることができる世帯など

❷福祉資金
　日常生活を送るうえで、または自立生活に資するた
めに、一時的に必要であると見込まれる費用を貸付
けします。

❸教育支援資金
（※低所得世帯のみ対象）
　学校教育法に規定する高
校・短大・大学・専修学校に修
学するための費用と入学に
際し必要な経費を貸付けし
ます。

❹不動産担保型生活資金
（※高齢者世帯のみ対象）
　一定の居住用不動産を有し、将来にわたりそ
の住居に住み続けることを希望する高齢者世帯
に対し、不動産を担保として生活資金を貸付け
します。

生活福祉資金貸付制度のご案内
（貸付対象＝低所得世帯、高齢者世帯、障がい者世帯）
生活福祉資金貸付制度のご案内
（貸付対象＝低所得世帯、高齢者世帯、障がい者世帯）

※詳細な貸付条件、貸付内容、償還方法などについてはお問い合わせください。
※いずれの制度も貸付制度です。償還の目途が立たない世帯は対象外となります。
※本会に申請書類を提出後、愛知県社会福祉協議会で貸付の適否について審査があります。
※貸付元利金を償還期限までに償還しなかったときは、延滞元金につき年5%の率で、延滞利子を徴収します。
※不正な申請・要求が行われた場合は警察に通報することがあります。
※暴力団対策法に規定する暴力団員が属する世帯は対象外となります。

　離職者を支援するための公的給付制度または公的貸付制度を申請している住居のない離職者に対して、当該
給付金または貸付金の交付を受けるまでの当面の生活費を貸付けします。

臨時特例つなぎ資金貸付制度のご案内
（※住居のない離職者のみ対象）

臨時特例つなぎ資金貸付制度のご案内
（※住居のない離職者のみ対象）

▲スギヤマ薬局での出張相談

お気軽にご相談ください

●問い合わせ先　社会福祉協議会

　高齢者の介護や日常生活、健康
に関することなどで悩んでいません
か？
　地域包括支援センターでは、スギ
ヤマ薬局北本地ヶ原店様にご協力
をいただき、薬局に立ち寄った際、
店頭で気軽に相談をしていただけ
るよう出張相談を行っています。
　お店の入り口近くに相談コー
ナーを設置し、包括支援センター職
員の専門職（保健師、看護師、社会
福祉士、主任介護支援専門員）のう
ち、２人で対応しています。相談内
容は健康に関する相談・認知症に関
する相談・介護保険に関する相談・
金銭管理に関する相談（権利擁護）・
ご近所にお住まいの高齢者の相談
など、高齢者に関することならなん
でもご相談いただけます。
　これまでの相談では、血圧を測定
しながら日常生活を健康に過ごす
ためのアドバイスを受けることがで
きたり、家から歩いて行ける場所で
親の介護について気軽に相談でき
たと、多くのかたに大変喜んでいた
だいています。
　次回の出張相談は、１月３０日（木）
の午前１０時から正午まで、場所は
スギヤマ薬局北本地ヶ原店で行い
ます。

包括支援センターの
出張相談を開催

知るサポだより
シルバーサポート

～尾張旭市地域包括支援センター～ TEL 55-0654（直通）

No.19

　お立ち寄りの際には是非お気軽
にご相談ください。

　ノロウイルスによる感染性胃腸
炎や食中毒は、一年を通して発生し
ますが特に冬場に流行します。手指
や食品を介して経口で感染し人の
腸管で増殖して、おう吐、下痢、腹
痛を起こします。
　健康なかたは軽症で回復します
が、子どもやお年寄りでは重症化し
たり、おう吐物で窒息して死に至る
ことがありますので注意が必要で
す。
　ノロウイルスはワクチンがなく、
治療も点滴などの対症療法に限ら
れるため、まわりのかたと一緒に予
防対策を徹底することがとても大切
です。

　便やおう吐物にウイルスが大量
に排出されます。
　①食事前やトイレ後などには必ず
　手洗いをしましょう。
　②下痢やおう吐などの症状のあ
　るかたは食品を直接扱う作業は
　しないようにしましょう。
　③症状のあるかたの便やおう吐   
　物はすばやく適切に処理しましょ
　う。

　加熱が必要な食品は、中心部ま
でしっかり加熱してから食べましょ
う。特に牡蠣などの二枚貝は要注
意です。
　また、調理器具などは使用後に洗
浄殺菌しましょう。

　消毒・処理の方法です。食器など
は、塩素水に浸し消毒します。
　衣類、カーテン、ドアノブなども塩
素水で消毒します。金属類はその後
ふき取りましょう。８５度以上の熱水
洗濯や高温の乾燥機も効果的で
す。
　おう吐物などの処理は使い捨て
の手袋、マスクなどを着用し、ペー
パータオルでふき取った後、塩素消
毒します。おう吐物はビニール袋内
で1,000ppm濃度の塩素水に浸し
密閉して廃棄します。処理後は丁寧
に手洗いをしましょう。

　塩素水の作り方は次のとおりです。
●消毒・ふき取り用の塩素水　
（200ppm濃度）
水３リットル＋家庭用塩素系漂白剤
10ミリリットル
●おう吐物の処理用の塩素水　
（1,000ppm濃度）
水３リットル＋家庭用塩素系漂白剤
50ミリリットル

　現在、尾張旭市では「認知症カ
フェ」が３か所で開催されています。
　「認知症カフェ」という言葉を何も

冬場に起こりやすい食中毒
ノロウイルスに注意！！

ご存じですか、
あなたのまちの「認知症カフェ」

知らないかたが聞くと、認知症のか
たやそのご家族だけが集まる場所
を想像されると思いますが、そうで
はありません。
　「認知症カフェ」は認知症のかた
やその家族だけではなく、地域のか
た、介護・福祉・医療の専門家など、
だれもがフラットな関係性で参加す
ることができる「認知症になっても
安心して暮らせるまちづくり」のた
めの集いの場です。つまり、交流な
どを通じて認知症についての理解
を深めることができる「認知症につ
いて知ることができるカフェ」それ
が「認知症カフェ」です。
　また、介護保険サービスの利用に

至らない、初期の認知症のかたの
集いの場としての機能も期待され
ています。
　「認知症カフェ」は、事前申し込み
は不要です。難しく考えず、まずは
ご近所の喫茶店の１つとして気軽に
お立ち寄りください。お待ちしてい
ます。

市内の認知症カフェ
ケアラーズカフェ１

カフェうさぎ2

カフェふぁんふぁん3

注　意

6 社協だより 令和元年度 冬号（1月15日発行） 7社協だより 令和元年度 冬号（1月15日発行）



　「福祉に役立ててください」と、たくさんの善意が寄せられています。皆さんにご報告するとともに、厚くお礼申し
上げます。寄付金及び寄付物品は、ご意志に基づき有効に活用させていただきます。

▲昨年度の社会福祉大会（講演）

第
49
回
尾
張
旭
市

社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
す

　日頃から福祉にご尽力いただいているかたがたの長年にわたる活躍を顕彰し、地域
福祉の一層の推進を図るために開催します。
　式典後には、東京都健康長寿医療センター研究所　社会参加と地域保健研究チーム  
研究部長　藤原佳典　氏をお招きし、「地域参加でイキイキ、自分を生かす～三方よし
の地域づくり～」をテーマにご講演いただきます。
　地域福祉活動にご活躍の皆さんをはじめ、福祉に関心のあるかたの参加をお待ちし
ています｡

善意のご寄付ありがとうございます

9月１0日～12月11日　（順不同）

※物品の状態によっては受け取りできない場合がありますのでご了承ください。

■一般寄付

武内　榮子　様　（南原山町）
株式会社夢グループ　代表取締役　石田重廣　様　（東京都文京区）
2019チャリティあさひコンサート実行委員会　様　（城前町）
尾張旭市シニアクラブ連合会女性部　様　(城前町)
M＆Eマジッククラブ　様　（北原山町）
あいち尾東農業協同組合尾張旭事業本部　様　(東大道町)
JAあいち尾東女性部尾張旭支部　様　(東大道町)
匿名（7件）

武内　榮子　様　（南原山町）
たいようの会　様　（瀬戸川町）
イトーヨーカドー尾張旭店　様　（南原山町）
堀田　和宏　様　(東名西町)
匿名（5件）

12,000
9,526

216,636
157,310
10,165
55,230
38,000
167,115

紙オムツ2袋、尿とりパッド2袋
ぞうきん50枚
雑貨33点

紙オムツ1袋、尿とりパッド3袋
紙オムツ26袋、尿とりパッド5袋

寄付者名/寄付金額（単位：円）

寄付者名/ 物品名
■物品寄付

　社協では、香典返しの一部を
ご寄付いただいたかたに対し、礼
状と封筒の作成、宛名書きをい
たします。詳しくは、お問い合わ
せください。

と き
と こ ろ
内 容
対 象 者
定 員
申し込み方法

：２月２２日 ( 土 ) ～２３日 ( 日・祝 ) の１泊２日
：春日井市少年自然の家※尾張旭駅よりバスで送迎
：ジュニアリーダーとのレクリエーションなど
：市内在住または在学の小学５・６年生
：先着３０人
：１月３１日（金）までに社会福祉協議会へ直接

　尾張旭市ジュニアリーダーズクラ
ブは、子ども会活動などを支援す
る中学１年生から高校３年生までの
ボランティア団体です。
〇どんな活動をしているの？ 
①派遣活動（通年）
　子ども会をはじめ、各種団体が
開催する行事のお手伝いや、ゲー
ムの進行などを行います。
②定例研修会（毎月第３日曜日）
　月１回、派遣活動に必要な知識
やゲームを覚え、研修会の企画や
準備を行います。
③研修キャンプ（例年７～９月）
　年１回、キャンプ場で野外炊飯な
どの研修を行います。
④子ども交流会（例年2～３月）
　年１回、市内の小学生を交えて、
１泊２日の宿泊研修会を行います。

〇入会したいときは？
　事務局（社会福祉協議会内）に
入会届を提出してください。
　ただし、入会には保護者の同意
が必要です。
　なお、会費は年額１，０００円です。
随時受け付けていますのでお気軽
にお問い合わせください。
○問い合わせ先
　社会福祉協議会

2月8日（土）　午後1時30分～4時｠※受付は午後1時から開始
尾張旭市文化会館　あさひのホール
式典 … 午後1時30分～2時30分
講演 … 午後2時40分～4時
※講演の開始時間は、式典の進行状況により前後する場合があります
　のでご了承ください。
藤原　佳典　氏
（東京都健康長寿医療センター研究所　社会参加と地域
保健研究チーム　研究部長）
※講師プロフィールは２ページをご覧ください。
「地域参加でイキイキ、自分を生かす～三方よしの地域づくり～」

と 　 き
と こ ろ
内　容

講　師

テ ーマ

●
●
●

●

●

contents（主な項目）

●知るサポだより№１９
●生活福祉資金貸付制度のご案内
●ジュニアリーダーズクラブの紹介
●寄付者一覧

　社会福祉協議会の広報紙「社協だより　尾
張あさひ」に広告を掲載してみませんか？
　令和２年度春号（４月１日発行）に掲載の広告
を募集します。
　募集期限は、１月３１日（金）までです。
　広告の掲載は有料です。広告掲載に関する
詳細につきましては、下記までお問い合わせく
ださい。

※広告の１枠の大きさは、縦６㎝、横８．５㎝です。
　ただし、２枠、４枠分の大きさで掲載することも
　できます。

「社協だより 尾張あさひ」
〔広告掲載のご案内〕

社会福祉協議会
TEL ５４-４５４０問い合わせ先

●第４９回尾張旭市社会福祉大会
●令和元年度会員加入のお礼
●会員の皆さんへ
●あさひ支えあいサロン開設助成事業
●ボランティアセンターからのお知らせ

尾張旭市ジュニアリーダーズクラブに入って、
一緒に活動しませんか？

  こんなとき、こんなお金をぜひ、

社会福祉協議会
へご寄付を！！

○福祉のために役立てようと思っ
　たとき
○会社や商店の開設、開店など
　の記念事業の一部
○お祝い事、香典の一部
○同窓会などの残金、各種チャリ
　ティーバザー

慶弔のお返しを
福祉のまちづくりに

宿泊研修会『ひまわりサン』参加者募集！！宿泊研修会『ひまわりサン』参加者募集！！

8 社協だより 令和元年度 冬号（1月15日発行）

社会福祉法人　尾張旭市社会福祉協議会　

社協だよりやその他の社協情報はホームページでもご覧になれます。

〒488-0074　尾張旭市新居町明才切57番地 保健福祉センター内
ホームページ　http://www.owariasahishakyo.jp/

TEL　54-4540　FAX　51-1880
発 行

冬号
令和元年度

（季刊）

1月15日発行

No.166

尾張旭市新居町明才切57番地 保健福祉センター内 TEL 55-0654地域包括支援センター
渋川ボランティアセンター 尾張旭市渋川町三丁目５番地７ 渋川福祉センター内　ＴＥＬ ５１-５５３５　ＦＡＸ ５１-５５４３

あさひ社協だより
尾張


